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知っておきたい！

女性特有の「がん」

女性特有のがんには、乳がん、子宮体がん、子宮頸がん、卵巣がん、腟がん、外陰がん、子宮
肉腫があります。このうち、最も罹患率が高いのは乳がんで、次いで子宮体がん、卵巣がん、
子宮頸がんの順となります。

どのような種類のがんであっても、大切なのは早期発見と早期治療です。そのために、ぜひ定
期的ながん検診を受けるようにしましょう。たとえば、女性のがん死亡者数が多い大腸がんや

乳がんでも、検診で早期に発見し治療を開始することで治る可能性も高くなり、再発・転移、

死亡の割合も低下させることができます。

誰にでもがんになる可能性があるからこそ、定期的にがん検診を受けておこう。

もしかして…と少しでも気になることがあれば、できるだけ早く医師に相談しよう。

女性特有の「がん」の種類

積極的に「がん検診」を受けよう
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罹患率の高い女性特有のがん

厚生労働省が推奨するがん検診
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乳がん
乳がんは乳腺の組織に発生するがんで、日本人女性が生涯にかかる確率はおよそ 9 人に
1 人といわれています。発症リスクはあらゆる年代にありますが、とくに 30 〜 40 代に
かけて増えてきます。

子宮体がん
子宮体がんは、子宮体部にできるがんで、子宮内膜がんとよばれることもあります。
40 代後半から発症率が増加し、50 ～ 60 代がピークとなります。

 卵巣がん

卵巣に発生するがんで、良性腫瘍（のう腫）の場合もあれば、悪性の場合もあります。
40 代からリスクが高まり、50 〜 60 代がピークとされていますが、若い世代にみられ
るタイプもあります。卵巣は骨盤の奥深くにあるため、がんが大きくなるまで症状が出
にくいのが特徴です。

子宮頸がん
子宮の入口にあたる「子宮頸部」に発生するがんで、多くはヒトパピローマウイルス（HPV）
への持続感染が原因です。30 代後半がピークですが、20 〜 30 代でも増加しています。

乳がん検診 マンモグラフィー検査 40 歳以上の女性、2年に 1 回

子宮がん検診 子宮頸部細胞診 20 歳以上の女性、2年に 1 回
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ワクチンで防ぐことができるがん 
現在は、子宮頸がんを予防するための「HPV ワクチン」が承認されています。

20代、30代のがん患者さんでは、

その8割を女性が占めるともいわれています。
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